20190818レムナント教会1部
現場のイメージ(士師記4:4-9)
　
イスラエルが、いつものように神様の前で悪を行うことになり、また、危機を迎えるようになりました。そのときに、神様は、女性の士師デボラという人を立てられて、イスラエルの危機を助けようとしていらっしゃいました。バラクという人を呼んで、神様が許された戦争、戦いに臨むように、デボラを通して指示をなさったわけです。その際のバラクの反応が「もしデボラ、あなたが一緒に行ってくださるのであれば、私は行きます。しかし、そうじゃなければ私は行けません」でした。そのときにデボラは「必ず一緒に行くよ。しかし、このいくさを通して神様が用意していらっしゃる栄光を得ることはできないだろう。元々、あなたのために神様が用意していたものなのに、それが女の方に移動したのだよ」ということを言っています。これが神様が備えられた祝福を目の前にして、その栄光を逃してしまったバラクの非常に残念な姿であり、それを私たちは見ているわけです。たぶんバラクは、この戦争のお話を聞いて不安になり躊躇し、また迷いが生じ、これはだめだろうと心から思っていたと思うのです。なぜバラクはそのように思ってしまったのでしょうか。それは神様が許されて、神様が備えられた戦争、戦いに対して、自分勝手に間違っているイメージを持っていたからです。戦争は怖いものだと。もちろんそうでしょう。でも、この戦いは、意味がまったく違うものだったのに、自分勝手なイメージに縛られることによって、結局、その戦いに参加はしますけれども、そこにある栄光を得ることはできませんでした。バラクは、なぜいくさに対して間違っている自分勝手なイメージに囚われるようになってしまったのでしょうか。

それはバラクが福音を持っていないのか、福音が正しく理解できていなかったので、その福音を味わうということがなにか分かっていなかったので、そうなってしまったわけです。ですから、これを教訓にしてください。ただの反面教師とは違います。イエス様をキリストとして信じるいまの信者の私たちは、このバラクのようになってはいけませんではなくて、このようになる理由がない、こうする必要のない恵まれた存在だということを、改めて確認していかないといけません。バラクが持っていなかったのか、理解できていなかったのかという福音、この福音そのものであるキリストが実際この世に来られて、十字架を通してすべてを成し遂げられました。イエスがキリストになりました。そのイエス様が私たちに与えられ、私たちは、そのイエス様をキリストとしてしっかりと信じて受け入れた者です。それを思い出してください。だから、バラクのようにしてはいけないどころか、バラクと私とは違うし、そうする理由もない新しく造りかえられた福音のものであり、いのちの存在だということを、この士師記を見ながら、改めて確認しつつ感謝していかないといけません。と同時に、イエス様を信じる信者として契約を改めてしっかりと握って、現場に対して神様が備えられた戦いのイメージを改めてチェンジしていかないといけないと思うのです。

まず、イエス様を信じる信者の現場というのは、勝利を大前提にして神様が許されたところです。これが現場に対するいまを生きる信者のイメージです。信者の現場というのは、勝利を前提にして神様から許された霊的な戦いの場、霊的な戦場であるという意味です。だからこそ信者の今現在の現場というのは、神様の契約を成就させるために信者に許された宣教地という意味です。これが現場に対する信者のイメージです。ですから、どのような現場であろうが、信者の現場というのは、信者の自分自身に与えられた神様のたまもの、神様のプレゼントなのです。自分勝手にイメージしたり、また持っているイメージで見ていてはいけません。イメージを変えるということが、いちばん大切なことなのです。　

なぜ神様は、信者に霊的な戦場である現場を与えられたのでしょうか。しかもプレゼントとして。信者がこのような見方、こういうイメージを持たないと栄光を得ることができないのです。言葉を変えますと、信者の私たちには、どのような条件であろうが、すでにキリストの栄光が臨まれていて、それを明らかに示されるために現場を与えられました。信者の私は単なる人間ではなくて、キリストの栄光の光がすでに臨まれている者なのだ、それを示されるために、それをあらわすために神様は現場を私たちに用意して許されたわけです。別の言葉で申し上げると、その現場に私たちは遣わされたということなのです。イメージを変えましょう。信者の現場は、いろいろな形、形態があります。ある人には、家庭が現場でしょう。また、職場、学校、人間関係のいろいろなつながり、様々な関係、そのようにいろいろな形態の現場が許されています。そして、職場と言っても様々な形の職場があるでしょう。ある人には、地域という現場が許されているかもしれません。そして、いろいろな形の現場には、現場それぞれ都合がいろいろ違うわけです。やりやすい現場もあるでしょうけれども、ほとんどありません。厳しくてやりにくいところであり、またときには偶像だらけの現場もあります。そこでキリスト教ということを口から出すことがなかなか不可能な雰囲気の現場もあります。そして、組織的に制度そのものがキリスト教のお話をすることが許されていない現場ももちろんあります。あるいは、ふざけている現場もあるし、遊びがメインの現場もあるので、それに従わないと取り残されて、また和の中に入ることができないような現場の都合があるわけです。だから、信者でありながらも、その現場、時に自分の現場に対して、勝利を大前提に神から与えられたプレゼントだというイメージをなかなか持てないのです。そうすると、戦う前に負けることなのです。どのような現場、どういう都合があろうが、条件や環境、状況などによって勝利が左右されるわけではありません。条件が良いから、環境が整って状況が有利なので、現場で勝利できるかと言いますととんでもありません。それはいままでの世的な考え方であって、自分の限界から見た見方であり、聖書にはどこにもそういう話はありません。勝利を大前提にして許されたところです。その現場にどれほどきつい人間がいて、ときには迫害する現場であったとしても、勝利を大前提にして神様から許された現場だというイメージを持つようにならないといけません。勝利の根拠は、条件が良いからではありません。勝利の根拠は、神様の約束だけであり、また、皆さんとともにおられるイエス・キリストが勝利の根拠です。
　ヨハネ16：33、あなたがたは、この世にあって患難にあずかります。しかし、恐れてはいけません。わたしがもうすでに世に勝っているから。ヨハネ19：30、イエス様はおっしゃいました。すべてを完了したと。Ⅰヨハネ3：8、神の子が来られたのは、悪魔のしわざを打ちこわすためであるとあります。この世の神と言われるこの世を操っているサタン、暗やみの勢力を、もうすでに約束どおりに頭を踏み砕いて勝利なさったわけなのです。これが根拠です。ですから、どんな形態、どのような都合の現場であろうが、勝利を大前提にして許された霊的な戦いの戦場であるということを忘れないでください。

皆さんよく聞いているのではないでしょうか。ヨセフは、奴隷という現場に送り込まれるようになりました。奴隷の現場とは、どのような都合なのでしょうか。しかし、ヨセフは一度もこの現場がだめだと見たことはありません。神様が許された勝利を大前提にして、許された現場だという見方、イメージ、信仰を持っていたので、そこでトップになりました。また、濡れ衣を着せられて刑務所の中に入れられることになります。しかし、そこでもヨセフは揺れることなく、その刑務所という現場を険しい現場、だめな現場だと不安に怯えることではなく、神様が許された、人間の頭では計算できないでしょうけれども、勝利を大前提に許された現場なのだと見ました。だから、皆さんがいままで経験してこの世から学んできたいろいろな知識などによって、それを見ようとすると失敗してしまいます。それは通用しません。全部捨ててください。神のみことばのほかには、信頼できるものはありません。また、信頼してもいけません。専門の知識というのは、その分野に対する程度のものであって、人生全般に関する話ではありません。ダビデも同じでしょう。死の影の谷を歩くような現場でした。それにもかかわらず、主は私の羊飼いであり、私には乏しいことがありませんと告白します。これは勝利を大前提に神様から許された現場なのです。パウロもそういう人の一人でした。皆さんよくご存知なので、聖書の人物に対して長くお話することは控えます。

昔は、本人同士の意志とは関係なく、親同士が話し合って結婚が決まる時代がありました。そんなに遠い昔の話でもありません。旦那さんの顔、お嫁さんの顔なども知らずに結婚してしまう場合がありました。あるクリスチャンの女性が、そのようないきさつを通して嫁に行くことになりました。けれども、その家庭が偶像崇拝に溺れている家庭だったそうです。それでこの女性は、そこでクリスチャンだということ、そして、教会に通うということで、殺されるほどの迫害に会うようになります。そして、当時、人権の問題ではなく、女性である嫁がそこの家で発言権はなく、文句を言えるような文化ではありませんでした。そういう時代でした。しかし、彼女はそのような現場を、大変だったのでしょうけれども、否定的なイメージで見てはいません。だから、神様はクリスチャンの私をここに送られたのだなと見ていました。勝利を大前提にして神様から許されている霊的な戦場なのだと。昔の台所はいまのようにリビングにあったわけではありません。別の場所にあったので、他に身動きがとれないし、そこだけはその女性の特別な場所でした。そこでご飯を作り用意をしながら、十字架を思い出しずっと祈っていたそうです。辛いから祈るというレベルではなくて。その間の話は、いまは時間がないので省きますが、最終的には、そこの姑や旦那さんが教会の長老になり、良い信仰の家系に作り変えられました。そういったエピソードというのはいくらでもあります。ただ残念なのは、その厳しい昔より、いまある程度自由な時代なのに、だからなのか分かりませんが、現場に対してのイメージがほとんど逆の方ではないかという憂慮があります。こういう時代にレムナント教会の兄弟姉妹の皆さん、レムナントの皆さん、自分勝手にイメージせずに、現場というのはどんな形態であろうが、どんな都合であろうが、勝利を大前提にして、神様から許された霊的ないくさの現場なのだと見てください。必ず勝利するのは決まっているというイメージをしっかり持っていてください。バラクと皆さんとは天と地の違いなのです。バラクが気づくこともできなかったそのメシア、キリストが来られて皆さんの内側に入って一緒にいらっしゃるのではないでしょうか。
そして、もう一つ、そのようなイメージのためにもイエス様を信じる信者は、現場での勝利のためのすべての条件を揃えているものだということを確信して結構です。つまり、別の言葉で言いますと、現場勝利のために十分な資格を持っている存在なのです。まさかと思うかもしれません。それは騙されているだけであって、事実ではあります。皆さんがいまどんな立場で、どんな社会的な身分であろうが、能力があるかないか関係なく、皆さんが現場で十分に完璧に勝利できる資格を持つことのために、イエス様が十字架で血を流されました。そして、死の力を打ち破ってよみがえられました。天に上られて万軍の主となられました。それから、聖霊を通して信じる皆さんの内側に入って、いつまでも離れることなくともにおられ、皆さんとワンネスとなりました。なぜなのでしょうか。皆さんが、たとえ成績が悪くても、現場で霊的な戦いにおいては必ず勝利できる存在にするためにそうなさったわけです。それを馬鹿にしてはいけません。皆さんはただ親によって教会に連れられて、あるいは辛いことがあって教会に来るようになった存在ではありません。キリストが十字架で血を流されてよみがえられて天に上られて聖霊を通して皆さんの内側に入っていのちとなられました。皆さんのうわべ、外なる人間などによって惑わされてはいけません。惑わされるすべての根拠は全部悪魔が作り出したこの世の流れというものなのです。だから、皆さんひとりひとりに対して、あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることが分かっていないのか。それで十分なのです。聖霊が宿ることであふれんばかりに十分なのです。だから、皆さんひとりひとりに対して、エペソ1：23には、すべてを満たす方によって満たされている、キリストのからだなる教会と宣言しているわけです。それが皆さんです。だから十分なのです。その皆さんに対して、世の終わりまでいつもともにいるとおっしゃっています。だからこそ皆さんひとりひとりには、牧師だけではありません。信仰の良い人だけではありません。イエスを信じる信者全員に、悪魔を踏みつけ、蛇とサソリを踏みつける権威が与えられているし、天の御使いがしっかり皆さんのことを手伝うようになっています。目に見えないからといって無視してはいけません。目に見えるすべては、目に見えないものによって成っているものなのです。だから、皆さんひとりひとりに対して、皆さんがなにをどうするか、どれほど訓練を受けたのかなどを見る前に、世の光、王である祭司とイエス・キリストは血潮をもって宣言していらっしゃいます。なぜならイエス様ご自身がそのように作り変えられたので。気づくか気づかないかだけです。イエス様が最後の最後におっしゃった言葉が、そういうことに基づいておっしゃったことなのです。あなたがたは、そういうことは知らなくてもいい。それは今年のテーマでもありますが、古い枠、古いフレームを全部壊して捨てなさい。ただ聖霊が臨まれると力を得て、エルサレムからユダヤ、サマリヤ全土、地の果てにまでイエスの証人となる。それはイエス様を信じる人は、なにを食べるか飲むかという人生から一変して、イエスの証人となるという意味なのです。それが新しいフレームです。それに十分条件を揃えて、資格が整っている存在だということを改めて覚えてください。皆さんの弱さや足りなさなどによって自分を評価してはいけません。イエス・キリストが悲しまれるわけです。

だからこそ、信者に求められる大切なテーマは、自分自身に与えられている現場を喜んでプレゼントとして見て、勝利を前提にしたものとして見るイメージを変えることです。イエス様がこういうことをおっしゃいました。マタイ11：12を見ると、神の国は攻める者のものであると。攻めるというイメージがいろいろあるでしょうけれども、そういう意味ではありません。これは積極的な姿勢を意味する内容です。ですから、いまどういう都合であろうが、皆さんに許されている現場に対して恐れることなく、不安などを覚えずに迷わずに躊躇せずに神の時刻表を待ちつつ、そこに忍耐というものがあるわけです。ただ我慢して忍耐するのではありません。必ず勝利を大前提にしてなので、神の時刻表を待ちつつ、ただ待つだけではありません。希望の中で、期待をしつつ、必ず勝利するので、それで祈ることです。それが積極的に攻めるということです。
今日申し上げました契約、信者の現場というのは、勝利を大前提に許されたものであり、私はその勝利を勝ち取るすべての条件を揃えているものなのだという契約を繰り返し、繰り返し自分に言い聞かせながら、それを邪魔する不信仰が現れた場合には、全部取り除いて退けつつ、「この現場に暗やみの力が砕かれていのちの運動が行われるようにしてください」と確信を持って祈りを休まないこと、祈りを諦めないこと、これが攻めることです。

ぜひ今日から皆さんの現場に対してのイメージを変えて、現場で神の国に対して攻めるクリスチャン、攻めるレムナントになることを祈りたいと思います。そのときに皆さんが自分自身を評価し、周りからどういう評価がいままであったのか分かりませんが、キリストの栄光がその人に臨まれているのだなということが明らかに示される時が必ず来るようになります。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。私たちはイエス・キリストによって新しく作り変えられ、キリストのからだなる教会、現場灯台としてその現場に遣わされていることを覚えて感謝いたします。どうかひとりひとりが自分自身の現場、それが自分に与えられているプレゼントであることを覚えて、現場を見る見方、イメージを変えることができるように、みことばを通して聖霊様が働いてください。そして、その現場においてキリストの栄光が明らかになり、自分自身がそのキリストの栄光がともにある存在であることを証明してもらうその祝福を味わい、その主人公になるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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